
富田地区フィールドワークメニュー 

 

 

● 趣旨    被差別部落地域である富田地域の差別の歴史という一見すると影に見える側面だけでなく、課題があった 

ことからこそ、先見性を持ってよりよく変えようと教育や人権、福祉のまちづくりに力を入れてきた実践や思 

い、将来に向けたビジョンをご紹介することで、啓発の機会を創り、また、併せて他地域のまちづくりや教育 

実践を行う際の寄与となることを目的とする。 

 

● 内容   それぞれの実践編について概要の説明後、フィールドワーク（施設）を回りながら施設の職員や専門家から 

の活動紹介やミニ講義等 

 

 

●テーマ ① 子どもから高齢者 包摂型のまちづくりの実践編 

●内容 高槻富田における包摂型のまちづくりの実践のご紹介と考え方 

●概要 ・植木と芸能のムラ 見えない文化・先見の文化  

・人権のまちづくり  環境や状態（ハード）の改善→関係の改善へ  

・次の２０年 社会的企業としての挑戦-マイノリティが自らの足で法人として立つ 

・子どもから高齢者 包摂をつくるまちづくり  

●主なルート 

 

・富田ふれあい文化センター→富田青少年交流センター→旧隣保館→因光寺→障がい者支援施

設サニースポット 

 

   

●テーマ ②富田の教育領域の実践編 

●内容 高槻富田での教育実践の歴史のご紹介と考え方 

●概要 ・植木と芸能のムラ 見えない文化・先見の文化  

・学力保障プロジェクトの発足 

・富田・赤大路地域人権教育推進会議の発足 

・ ０才～18歳の育ちを育む つなぬくの発足 

・メディアリテラシーやMY Treeペアレンツプログラムの取り組み 

●主なルート ・富田ふれあい文化センター→富田青少年交流センター 

 

 

●テーマ  ③福祉と人権のまちづくり 

●内容 高槻富田での福祉と人権のまちづくりの歴史のご紹介と考え方 

●概要 ・植木と芸能のムラ 見えない文化・先見の文化  

・社会的包摂をつくるまちづくり 

・社会福祉法人つながりの発足へ～おしきせ おまかせからの脱却～ 

・一般社団法人タウンスペースWAKWAKの立ち上げへ  

～地域福祉のグランドデザインと福祉課題解決に向けた取り組み～ 

●主なルート ・富田ふれあい文化センター→タウンスペースWAKWAK→旧隣保館→障がい者支援施設サニース

ポット 

 

       



 

●テーマ ④富田地区の歴史 

●内容 高槻富田の歴史について 

●概要 ・植木と芸能のムラ 見えない文化・先見の文化  

・寺内町富田 

・北摂の炎未来へ 

・仏教における部落差別 

●主なルート ・富田ふれあい文化センター〈北摂の炎未来へ監修にあたって〉→因光寺 

 

 

●テーマ  ⑤植木と行商・芸能のムラ 

●内容 高槻富田で行商や芸能にかかわってこられた老人会の方々の話 

●概要 ・植木と芸能のムラ 見えない文化・先見の文化 

・行商のはなし 

・芸能のはなし 

・識字のはなし 

●主なルート ・富田ふれあい文化センター 

 

 

●テーマ ⑥「ただいま～と言える子どもたちの居場所づくり」 

●内容 高槻富田における子ども食堂や夕刻を支える場、学習支援事業の実践など、こどもたちにと

っての居場所づくりの実践談  

●概要 ・「ただいま～と言える子どもの居場所を創る」 

・子ども食堂 共生食堂とケア付き食堂 様々な層の子どもたちの居場所 

・学校、家庭、行政と連携しながらつくる子どもたちの居場所 （第３の場） 

 

 

 

〇お問い合わせ先・講演等依頼先 

一般社団法人タウンスペースＷＡＫＷＡＫ 

TEL：072-693-9005  FAX：072-693-9005 

住所：〒569-0814 高槻市富田町 2丁目 13-8 ハイツ白菊 1F 

E-mail：community-trees@hotmail.co.jp 
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